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防府市の高齢独居世帯数の推移 2000年～2020年



⇒独居世帯数の増加により生活支援の需要が高まっていく

こんなにあったのか！高齢者の困りごと



有償ボランティア体制の整備



ボランティア体制の整備について

【目的】

高齢者等のボランティアによる社会参加を通じて、介護予防を促進し、高齢者がいつまでも
住み慣れた地域で自分らしい生活が送れるよう思いやりと支えあいによる幸せの提供ができ
る地域社会を築いていくことを目的とする。



ボランティア体制の整備について

【概要】

地域において、生活支援を必要とする高齢者に介護等の専門職でなくても可能なことを高
齢者等が有償ボランティアで行う。

※専門職（ヘルパー）の代替ではなく、高齢者等の生きがいづくりや地域共生社会の実現

に向けて行うものである。

ボランティアを行う人

登録 ＆ 調査

チケット販売

ボランティア活動

チケット手渡し

管理機関

・ボランティア登録、相談の受付(双方)

・チケットの販売、保険加入

相談 ＆ 登録申請

チケット購入

ボランティア登録

チケットの換金

依 頼

【イメージ図（報酬はチケット制）】

ボランティアの
活動場所

・支援を必要とする
人の居宅 等

・簡単な掃除 ・買物 ・移動支援

 ・調理 ・ゴミ出し

 ・外出の付き添い(通院、買い物等）

・話し相手・布団干し

・電球や電池の交換

 ・家具の移動

・花や草木の水やり

 ・狭い範囲の草取り 等

 

【想定される活動・支援内容】

例：30分お手伝いしてもらえるチケット（250円／枚）



ボランティア体制の整備について

【期待する効果】

・社会参加の促進による介護予防、自立支援

・高齢者を支えるサービスの充実

・地域での支えあいの仕組みづくり

・介護人材不足への対応

・介護給付費や保険料上昇の直接・間接的な抑制

【間接的な付随効果】

介護保険制度の持続
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